題材指導計画「身近な消費生活と環境」（全６時間）

（１）目標

	生活や技術への

関心・意欲・態度
	生活を

工夫し創造する能力
	生活の技能
	生活や技術についての

知識・理解

	家庭生活と消費や環境に配慮した消費生活について関心をもって学習活動に取り組み，消費生活をよりよくしようとすることができる。
	家庭生活と消費や環境に配慮した消費生活について課題を見付け，その解決を目指して自分なりに工夫し創造することができる。
	家庭生活と消費に関する基礎的・基本的な技術を身に付けることができる。
	家庭生活と消費や消費生活と環境とのかかわりに関する基礎的・基本的な知識を身に付けることができる。


（２）評価規準

	生活や技術への

関心・意欲・態度
	生活を

工夫し創造する能力
	生活の技能
	生活や技術についての

知識・理解

	・家庭生活と消費や環境に配慮した消費生活について関心をもって学習活動に取り組み，よりよい生活を実践しようとしている。
	・家庭生活と消費や環境に配慮した消費生活について課題を見付け，その解決を目指して自分なりに工夫し創造している。
	・家庭生活と消費に関する基礎的・基本的な技術を身に付けている。
	・家庭生活と消費や消費生活と環境とのかかわりについて理解し，基礎的・基本的な知識を身に付けている。


（３）題材で予想される生徒の主なつまずき

	・支出を減らす方法が思いつかない。
・購入方法の長所，短所が見付けられない。

・サービスを購入するときの選択の視点が分からない。
・それぞれの支払い方法の長所，短所が理解できない。
・消費者トラブルにあわないための方途が見付けられない。
・消費者の権利や責任と生活とのかかわりが十分理解できない。


（４）指導計画

【関心・意欲・態度】…生活や技術への関心・意欲・態度を育てる授業

【工夫・創造】…生活を工夫し創造する能力を高める授業

【技能】…生活の技能を身に付ける授業

【知識・理解】…生活や技術についての知識・理解を深める授業

	時
	授業の役割とねらい
	主な学習活動
	予想されるつまずき（◎）指導（○）援助（●）
	評価規準・評価方法

	１　消費生活の見直し
	【関心・意欲・態度】

　自分や家族の消費生活を振り返ることを通して，収入や支出の特徴を理解し，自分の消費生活を改善しようという意欲をもつことができる。
	①生活を振り返り，支出や収入の特徴を考える。

<支出>・ゲームソフトを購入した。（物資の購入）

・バスに乗った。(サービスの購入)
<収入>・働く。　・お年玉をもらう。　・年金
→収入には限りがあるが，支出は意識しないとどんどん増えてしまう。
支出を減らすためには，どうすればよいだろう。

②生活を振り返り，支出を減らす方法を考える。
・電気や水を使いすぎたりしないようにする。（生活の仕方の見直し）

・長持ちするものや自分の生活に使いやすいものを選ぶ。（商品の選択や購入の仕方の見直し）
③今後の消費生活や学習について，自分の考えをまとめ，交流する。

今後の学習を通して支出を見直し，よりよい消費生活ができるようにしたい。


	◎支出を減らす方法が思いつかない。
○支出の種類を記録した板書やノートを見て，具体的な対応方法を考える。
●節約や省エネに関する資料を提示し，できそうなことを選択する。
	・自分や家族の消費生活について関心をもち，消費の在り方を改善しようとしている。
<関心・意欲・態度>
≪ワークシート≫

	
	本時身に付けたい基礎的・基本的な知識（知），技能（技）
	既習事項（☆）や生活（◇）とのかかわり

	
	知・収入と支出の種類と特徴
　・物資とサービス
　・消費生活の仕組み
	☆第2ユニット⑧～⑫「衣服の補修」，第4ユニット「室内の整理整頓に役立つ小物作り」→商品を最後まで丁寧に扱う。
☆小学校「じょうずに使おう物やお金」→計画的な金銭の使い方
◇自分や家族の支出の状況を見直す。

	

	時
	授業の役割とねらい
	主な学習活動
	予想されるつまずき（◎）指導（○）援助（●）
	評価規準・評価方法

	２　購入方法のいろいろ
	【知識・理解】

商品の購入方法を振り返ることを通して，中学生にかかわりの深い販売方法の特徴を理解し，その利点と問題点について考えようとしている。
	1 衣服の購入方法について考え，交流する。
・専門店で購入する。　・通信販売で購入する。
・大型スーパーマーケットで購入する。
購入方法には，どんな特徴があるのだろうか。
2 それぞれの購入方法（販売方法）のよさや気に
なる点を考え，交流する。
・専門店→試着できる。種類が豊富。
・通信販売→いつでも選択，購入ができる。

③気付いたことを交流する。
・どの方法にも長所，短所があり，欲しい商品や状況によって，適切な方法は変わる。

④購入方法の選択について，考えをまとめる。
欲しい商品や状況に合わせて，購入方法を選択することが大切だとわかった。特に，無店舗販売を利用するときには，留意点を確認したい。

	◎購入方法の長所，短所が見付けられない。
○同じ商品を異なった方法で購入した場合の違いを比較するよう助言する。
●店舗販売の写真やカタログの見本を用意して，気付いたことを書けるようにする。
	・中学生にかかわりの深い販売方法の特徴について理解している。
＜知識・理解＞
・身近な販売方法に関心をもち，その利点と問題点について考えようとしている。

<関心・意欲・態度>
≪ワークシート≫

	
	本時身に付けたい基礎的・基本的な知識（知），技能（技）
	既習事項（☆）や生活（◇）とのかかわり

	
	知・店舗販売，無店舗販売の特徴
・販売方法選択時の留意点
	☆小学校「じょうずに使おう物やお金」→買い物計画，いろいろな買い方
☆本ユニット①「消費生活の見直し」→消費生活の仕組み

◇商品を購入した経験


	時
	授業の役割とねらい
	主な学習活動
	予想されるつまずき（◎）指導（○）援助（●）
	評価規準・評価方法

	３　サービスの購入の選択
	【技能】

携帯電話を維持するために必要なサービスについて考えることを通して，物資・サービスの選択，購入及び活用について必要な情報を収集したり，比較検討したりすることによって，自分の使用目的にあったサービスの選択をすることができる。
	①携帯電話の契約の仕組みと携帯電話におけるサービスの購入の意味を知る。
・携帯電話本体の商品のことでなく，基本料金・通信料・パケット・留守番電話の機能など維持していくためのものをサービスというのだな。
携帯電話を維持するためのサービスを購入する時には，どんなことに気をつけるとよいだろう。
②広告やカタログを基に情報を収集し，購入した
い商品を決定する。→決定した理由を交流する。
（例）スマートフォンの契約
・月々の契約料金が安い。　・使いやすさ
・周囲の人の使用状況
③サービス購入時のトラブル例を見て，留意点を
考える。
④本時の学習を振り返る。

商品が目で確認できない分，サービスを購入する時には，情報収集，比較検討が大切だ。お店やカタログだけでなく，使用している人の話を聞いたりして情報を集めたい。

	◎サービスを購入するときの選択の視点が分からない。
○広告やカタログから，どのような情報が得られるか整理するよう助言する。
●広告やカタログに多く使用されている言葉を見付けるよう助言する。
	・物資，サービスの選択，購入及び活用について必要な情報を収集・整理することができる。
＜技能＞

≪ワークシート≫

	
	本時身に付けたい基礎的・基本的な知識（知），技能（技）
	既習事項（☆）や生活（◇）とのかかわり

	
	知・技・サービスの選択，購入，活用に関する情報収集・整理の仕方

	☆小学校「じょうずに使おう物やお金」→品物選びの視点
☆本ユニット①「消費生活の見直し」→サービスの特徴

◇商品購入の経験

	

	時
	授業の役割とねらい
	主な学習活動
	予想されるつまずき（◎）指導（○）援助（●）
	評価規準・評価方法

	４　支払い方法のいろいろ
	【知識・理解】

商品の代金の支払い方法を考えることを通して，様々な支払いの仕方や特徴を理解することができる。

	1 商品購入時の代金の支払い方を確認する。
・商品券や図書券を使う。
・現金で支払う。
代金を支払い方法には，どのような特徴があるのだろう。
2 支払い方法の長所・短所を考え，交流する。
（前払い）→・支払いに時間がかからない。
（後払い）→・現金を持ち歩かなくてもよい。
　　　　　　・お金が無くても商品を購入できる。
3 後払いの仕組みと特徴を確認する。
・後払いは便利だけれど，使い方や使いすぎに注意する必要がある。
4 本時の学習を振り返る。

代金の支払い方にもいろいろな方法があり，それによって便利さ，家計への負担が変わることがわかった。

	◎それぞれの支払い方法の長所，短所が理解できない。
○図書カードと現金など身近で具体的な例について比較検討するよう助言する。
●その支払い方法が使える場所や金額など視点を限定して比較検討するよう助言する。
	・支払い方法の種類やその特徴について理解している。
＜知識・理解＞

≪ワークシート≫

	
	本時身に付けたい基礎的・基本的な知識（知），技能（技）
	既習事項（☆）や生活（◇）とのかかわり

	
	知・支払いの仕方の種類と特徴

	☆小学校「じょうずに使おう物やお金」→支払いの仕方

☆本ユニット①「消費生活の見直し」→消費生活の仕組み

◇支払いの経験


	時
	授業の役割とねらい
	主な学習活動
	予想されるつまずき（◎）指導（○）援助（●）
	評価規準・評価方法

	５　買い物のトラブル　
	【工夫創造】

　消費者トラブルの実態やその対処方法を理解することを通して，被害にあわないために，今後の消費行動において留意することを考え，工夫することができる。

	1 消費者トラブルの実態を知る。
・消費者トラブルは，こんなに増えているんだ。
消費者トラブルに巻き込まれないためには，どんなことに気をつけるとよいだろう。
2 消費者トラブルの例を見て，気付いたことを交
流する。
・商品を確かめたり，価格を調べたりすることが十分できていない。
・売り手の言うままになっている。
3 消費者トラブルにあった場合の対処について確
認する。

4 本時の学習から考えたことをまとめる。
価格や商品について十分調べたり，このような問題について調べたりすることで，被害にあう確率は減ると思うので，日頃から関心をもち，よく考えて商品を購入したい。

	◎消費者トラブルにあわないための方途が見付からない。
○トラブルの例から，問題となった点の具体的な対処方法を考えるよう助言する。
●板書から，共通する語句を見付け出すよう助言する。
	・消費者トラブルの要因を考え，トラブルに巻き込まれないために気をつける方法について考え，まとめることができる。
＜工夫創造＞

≪ワークシート≫

	
	本時身に付けたい基礎的・基本的な知識（知），技能（技）
	既習事項（☆）や生活（◇）とのかかわり

	
	知・消費者トラブルの例とその要因
　・契約の意味
・クーリング・オフ制度

　・消費者庁や国民生活センター，消費生活センター

	☆小学校「じょうずに使おう物やお金」→買い物の振り返り
☆本ユニット①～④→消費生活の仕組み，商品購入時の留意点
◇消費者トラブルについて調べてくる。


	時
	授業の役割とねらい
	主な学習活動
	予想されるつまずき（◎）指導（○）援助（●）
	評価規準・評価方法

	６　消費者の権利と責任　
	【知識・理解】
　商品トラブルについての対応を考えることを通して，消費者の基本的な権利と責任，消費者基本法の趣旨について理解し，これからの消費行動について考えることができる。
	1 商品トラブルの事例を確認する。
・せっかく購入した商品に欠陥があったら困る。
商品トラブルにあった時には，どのような対応をするとよいだろう。
2 対応の仕方を考え，交流する。
・再度修理して使用したい。
・修理しても，また壊れるかもしれない。修理したものを売って，新しい商品を購入したい。
3 消費者基本法や消費者の権利と責任や消費者の
意見を反映して改善された商品例について確認する。

4 本時の学習を振り返り，今度の消費行動につい
　て自分の考えをまとめる。
私の消費行動は，よりよい製品作りに深い関係があるとわかった。自分のことばかりでなく，消費者の一員として考えて行動していきたい。

	◎消費者の権利や責任と生活とのかかわりが十分理解できない。
○消費者の意見がどのように反映されているか，具体例を示す。
●消費者の意見を反映して改善された商品と，改善される前の商品を体験する場を設定する。
	・消費者の基本的な権利と責任，消費者基本法の趣旨について理解している。
＜知識・理解＞

≪ワークシート≫

	
	本時身に付けたい基礎的・基本的な知識（知），技能（技）
	既習事項（☆）や生活（◇）とのかかわり

	
	知・消費者の権利と責任
　・消費者基本法とその趣旨
	☆本ユニット②「購入方法のいろいろ」→通信販売やフリーマーケット
☆本ユニット⑤「買い物のトラブル」→国民生活センター，消費生活センターの役割，クーリング・オフ制度
◇お客様相談室等の情報を調べる。
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